
 
第５回 飯山市旧４小学校利活用ビジョン検討市民会議 

 

日時 令和８年（２０２６年）７月２日（木） 

１６：００～１７：３０ 

場所 飯山市役所 ４階 全員協議会室 
次第 

１ 開会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 第４回 市民会議 議事録概要版の公表について 

 

 

 

 

４ 協議事項  

    

飯山市旧４小学校利活用ビジョン提言書について 

 

       ・ビジョン提言書の提出について       資料 提言書 

  

 

 

５ 今後のスケジュールについて 
 

        ・今後の全体的なスケジュールについて      資料１ 

 

        ・サウンディング型市場調査の実施について    資料２ 

 

        ・市民会議委員の皆様からのご推薦について    資料３ 

 

 

 

６ 旧４小学校利活用ビジョン提言書の提出 (１６：３０～) 

 

・江沢市長へ提言書の提出  資料 別紙次第 

 

 

 

７ 閉会 
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第４回 飯山市旧４小学校利活用ビジョン検討市民会議 

令和８年（２０２６年）５月２１日 開催１５：３０ ～ １７：３０ 

 

 

 会議概要 

今回の第４回「旧 4小学校利活用ビジョン検討委員会市民会議」では、旧４小学校利活

用ビジョン提言書について地元の人口減少、少子高齢化、観光や地域資源の課題に向き合

いながら、提言書（案）のさらなるブラッシュアップを目的とした議論が行われました。               

会議では具体的な言葉や視点で課題を検討し、それをどう形にしていくかを模索しまし

た。特に、住みよい地域環境をどう具体化するか、地域の魅力をどう効果的に伝え、実現

可能性を担保するかに焦点が当たり、それに基づいた議論が活発に展開されました。 

 

 

【提言書（案）内容修正の議論】 

提言書（案）のなかで「産業の拠点を目指すよりも、住みよい飯山を実現するための機

能や施設」という部分については、「産業の拠点」、「住みよい」という部分が含んでいる意

味や内容が抽象的であるといった指摘がありました。人によって異なる解釈が生まれるた

め、表現を明確化すべきとの意見がありました。 

そして具体的に「安心を担保する飯山」や「強くたくましく生きるまち飯山」などのフ

レーズが提案されるなど、修正案について議論されました。また、住みよさを支えるべき

具体策として、子育て世代の生活を支援する施設、地域性を活かした教育方針、そして若

者と高齢者が交流できる場などが挙げられました。 

 

【言葉の使い方と表現の改善】 

個別の事業案が議論される際には、専門用語の整理が必要であるとし、「山村留学」や

「クラインガルテン」といった言葉について、分かりやすく言い換えるか、注釈をつける

など工夫が必要であるという意見が出されました。 

「山村留学」などの言葉は魅力が伝わりづらいため、「自然留学」「自然教育留学」などの

表現に変更すべきとの提案。 

専門的な用語やカタカナ表現についてもわかりやすい翻訳や補足を添える必要性が指摘さ

れました。 

 議事録概要版 
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【利活用案の幅広い検討と要件定義】 

資料内の利活用案についても、「提言書の内容が包括的すぎる」という意見が寄せられ

具体性を増す必要があるという指摘がありました。同時に、提案した案が実現可能かどう

かを明示するためのビジネスモデルや財務的な裏づけの大切さが議論されました。特に、

施設を営利目的で運営する企業や非営利団体が手を挙げるために、市が提供する条件や支

援内容を詳細に示す必要性が強調されました。 

 （実際には公募の条件などお知らせしていくこととなります。） 

 

 

【地域の具体案と課題】 

旧泉台小学校、旧常盤小学校、旧戸狩小学校、旧東小学校に関連した具体案についても

議論されました。特に地元コミュニティが使用している体育館やランチルームなどを、ど

のように利活用するかについての条件付けが重要とされました。 

旧４小学校の利活用では地域行事や避難所としての機能が確保する一方で、住民が安心

して利活用案に賛成し、新たな価値を生み出していくための配慮が求められることが明ら

かになりました。 

 

 

【これからの展望】 

最後に、提言書案のブラッシュアップに向けて、これまでの議論の意見を整理し再検討

することが確認されました。 

今後のサウンディング調査や聞き取り調査を通じて、企業や NPO 等の担い手を広く募集

していくことが必要だと確認されました。 

 

 

 

 

・第 5回会議に向けて、本日の意見を反映し、市民会議委員の意見を基に提言書の文言を再

構築、具体例を直接反映させます。 

現行の提言書（案）を改訂し修正版を全委員に配布し、提言書のリニューアル版を全委員

に配布し、個別のフィードバックを収集します。 

・市民会議委員全員が改訂版の提言書を事前に共有し、次回会議前に事前に意見を集めるこ

ととします。 
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飯山市旧４小学校利活用ビジョン検討市民会議 

スケジュール（案）について 

 

2026 年 

1 月 

公募委員の募集 

広報飯山掲載 

2 月２４日 第１回目 市民会議 

初顔合わせ、本市民会議のミッション確認、本市民会議が策定するビジョ

ンと上位計画の関係性、校舎の現状把握 

 希望者 旧４小学校 現地見学会 

3 月３１日 第２回目 望まれる業種・業態について 

民間等による活用とアイディア提案、地域要望の「確認」について 

4 月２４日 第３回目 望まれる業種・業態について 

民間等による活用とアイディア提案、地域要望の「整理」について 

5 月２１日 第４回目 取りまとめ実施 

利活用ビジョン提言書の素案、完成 

6 月１９日 

↓変更 

７月 ２日 

第４回目を実施後、最終（案）について作成、委員の皆様の意見を反映し、 

最終版の完成 

第５回目 飯山市長へ 旧４小学校利活用ビジョン提言書を 提出 

７月 サウンディング型市場       市民会議からの提言を受け、市としての 

調査の実施               旧４小学校利活用ビジョン（案）の検討 

(対話による聞き取り調査）       

８月              

 

９月 市としての旧４小学校利活用ビジョン（案）のまとめ 

パブリックコメント、地元説明会の実施 

１０月  

サウンディング結果公表     市としての旧４小学校利活用ビジョン完成 

１１月 事 業 者 公 募 の 開 始（実 施） 

 

１２月  

１月 飯山市空き校舎等遊休資産利活用事業 公募審査委員会 

 

資料 1 
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飯山市「旧４小学校」の利活用に関する 

サウンディング型市場調査 実施要領（素案） 

 

令和 8年（2026年） 月 日 

飯山市 総務課 

 

 

 

 

 

１ 調査の名称 

 長野県 飯山市「旧４小学校利活用に関するサウンディング型市場調査（対話型意向調査）」 

２ 背景・位置づけ 

３ 調査の趣旨 

４ 調査の対象施設 

    調査の対象となる施設は、閉校となっている小学校のうち、旧泉台小学校、旧常盤小学校、 

旧戸狩小学校、旧東小学校の４小学校となります。 

５ 調査方法と募集する提案内容 

  旧４小学校の利活用に関して、申込書（様式１）、サウンディングシート（様式２）、現地見

学申込書（様式３）（希望者のみ）により、旧４小学校を利活用し、雇用や地域の活性化に

寄与するアイディア等をご提出いただき、日程を調整後、サウンディング型市場調査（対話

型意向調査）を実施いたします。 

６ 調査のスケジュール（素案） 仮のスケジュールです。 

①サウンディング実施要領の公表 令和８年７月２３日（木） 

②対話の参加申込受付期間 令和８年７月２３日（木）から１０月２３日（金） 

③現地見学等受付（希望者のみ） 令和８年８月 ３日（月）から ９月３０日（水） 

④現地見学実施（土日祝日を除く） 令和８年８月 ３日（月）から ９月３０日（水） 

⑤対話の実施日 令和８年８月 ３日（月）から１０月２３日（金） 

⑥対話結果の公表 令和８年１０月末を予定。 

 ※１０月末以降、サウンディング調査の結果を参考に、公募を実施する予定です。 

資料２ 

サウンディング型市場調査とは？ 

市は、応募者の皆様と直接の対話を通じて、旧４小学校の利活用アイディアや、事業化の可能性について

聞き取り調査をします。また、どの小学校をどのくらいの広さなど条件についてもお聞きし、サウンディ

ングに引き続き実施予定の利活用事業公募の内容、条件を整理することにつながる調査となります。 
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令和８年（２０２６年）  月  日 

 

 

飯山市長 宛て 

 

 

参加申込書 
（グループで参加の場合は代表者） 

 

 

当社は、「飯山市旧４小学校の利活用に係るサウンディング型市場調査」の実

施要領に記載されている内容を承諾のうえ、本調査への参加を申込みます。 

 

 

（参加申込事業者） 

所 在 地 

 

法 人 名 

 

代表者氏 名                  

                    

部署名  

担当者名  

電話番号  

ＦＡＸ番号  

電子メールアドレス  

グループで参加の場

合の構成員法人名 
 

※意見交換に係る通知等については、上記の担当者宛に通知します。 

資料３ 
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